
委 員 会 報 告
● 総務常任委員会

● 文教厚生常任委員会

● 建設経済常任委員会

各常任委員会では、６月定例会で付託になった議案・陳情について審査を行いました。

総
務
常
任
委
員
会（

海
野
隆
平
委
員
長
）

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

過
疎
計
画
の
平
成
22
年

度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で

の
概
算
事
業
費
は
変
更
前

が
２
６
０
億
９
０
５
７
万

６
千
円
で
、
変
更
後
は
２

４
９
億
７
６
２
０
万
９
千

円
と
な
り
、
11
億
１
４
３

６
万
７
千
円
の
減
と
な
っ
て

い
る
。

問　

過
疎
計
画
の
目
的
と

今
回
の
補
正
の
内
容
は
。

答　

財
源
の
効
果
的
な
運

用
と
有
利
な
適
債
事
業
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　

今
回
11
の
事
業
が
追
加

さ
れ
、
６
つ
の
事
業
が
平

成
28
年
度
以
降
に
先
送
り

さ
れ
、
そ
の
他
の
事
業
は

事
業
費
の
変
更
で
あ
る
。

　

新
規
に
追
加
さ
れ
た
事

業
は
、

・ 

土
地
改
良
施
設
維
持
管

理
適
正
化
事
業
（
菅
牟

田
地
区
）

・ 

市
町
村
道
、
道
路
と

し
て
財
部
地
区
の
水
の

手
・
仏
性
院
線
、
古
井

２
号
線
、
荒
川
内
・
八
ヶ

代
線
の
改
良
舗
装
の
整

備
・ 

消
防
車
両
は
財
部
分
署

に
設
置

・ 

公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総

合
改
善
事
業
（
耐
震

化
）
は
、
川
内
団
地
、

同
事
業
で
外
壁
落
下
防

止
改
善
と
し
て
大
隅
地

区
の
中
野
団
地

・ 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
炊

飯
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

・ 

児
童
生
徒
用
パ
ソ
コ
ン

設
置
事
業

・ 

市
立
図
書
館
及
び
郷
土

館
管
理
運
営
費

・ 

住
宅
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
費
補
助
事
業

と
な
っ
て
い
る
。

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

企
画
課
関
係
で
は
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
補
助
金

と
し
て
高
岡
校
区
公
民
館

と
大
隅
北
校
区
公
民
館
に

対
し
、
音
響
整
備
の
充
実

を
目
的
と
し
て
事
業
の
申

請
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

　

財
政
課
関
係
で
は
、
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
思

い
や
り
ふ
る
さ
と
寄
附
金

２
４
０
０
万
円
を
計
上
し

て
い
る
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
と

し
て
、
２
０
０
万
円
・
１

０
０
万
円
コ
ー
ス
を
そ
れ

ぞ
れ
３
件
、
50
万
円
コ
ー

ス
を
10
件
、
通
常
分
と
し

て
１
万
円
分
を
１
０
０
０

件
計
画
し
て
お
り
寄
附
は

控
除
の
対
象
と
な
る
。

　

市
民
課
関
係
で
は
小
規

模
水
道
施
設
整
備
事
業
補

助
は
工
事
費
の
３
分
の
１

を
補
助
す
る
も
の
で
、
対

象
地
区
は
、
大
川
原
簡
易

水
道
組
合
、
中
谷
簡
易
水

道
組
合
、
菅
牟
田
地
区
水

道
組
合
で
あ
る
。

問　

公
有
財
産
購
入
費

で
、
大
隅
住
宅
団
地
分
譲

地
の
一
画
を
な
ぜ
買
い
戻

す
の
か
。

答　

こ
の
区
画
は
３
９
５
・

48
㎡
で
平
成
21
年
度
売
却

し
て
い
る
が
、
購
入
者
よ

り
住
宅
建
築
が
出
来
な
い

と
の
申
し
出
が
あ
り
、
買

い
戻
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

意
見　

委
員
よ
り
、
補
助

対
象
組
合
は
上
水
道
、
簡

易
水
道
を
利
用
で
き
な
い

地
域
の
補
助
で
あ
り
、
３
分

の
１
の
補
助
率
は
上
げ
る
べ

き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

☆ 

曽
於
市
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
の
変
更

☆ 

平
成
26
年
度
曽
於
市

一
般
会
計
予
算
の
補
正

（
所
管
分
）更新される消防車両（財部分署）

未利用地の分譲地（大隅町）



文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
今
鶴
治
信
委
員
長
）

所
管
事
務
調
査

○
秋
田
県
能
代
市

（
調
査
事
項
）

学
力
向
上
対
策
に
つ
い
て

　

秋
田
県
は
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
平
均
正

答
率
が
全
国
１
位
で
、
そ

の
秋
田
県
下
に
お
い
て
も

能
代
市
は
常
に
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
成
績
を
収
め
て
い

る
。
能
代
市
は
学
校
教
育

の
基
本
方
針
に
「
豊
か
な

人
間
性
を
は
ぐ
く
む
学
校

の
創
造
」
を
掲
げ
、
重
点

項
目
と
し
て
「
主
体
的

で
、
創
意
あ
る
教
育
活
動

の
推
進
」、「
基
礎
学
力

の
向
上
を
図
る
学
習
指

導
」、「
心
豊
か
で
、
た
く

ま
し
い
子
ど
も
を
育
て
る

指
導
」、「
幅
広
い
見
識
と

実
践
的
指
導
力
を
培
う
教

職
員
の
研
修
」
に
取
り
組

ま
れ
て
い
た
。

　

今
回
の
研
修
で
特
に
印

象
的
で
あ
っ
た
の
が
、
教

師
の
授
業
力
向
上
の
た
め

先
輩
教
師
の
指
導
に
よ
る

縦
の
つ
な
が
り
、
同
僚
教

師
と
の
情
報
の
交
換
や
ア

ド
バ
イ
ス
に
よ
る
横
の
つ

な
が
り
を
密
接
に
す
る
た

め
の
各
種
研
修
会
が
充
実

し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

教
職
員
の
異
動
は
基
本

的
に
市
内
に
限
定
さ
れ
て

お
り
、
鹿
児
島
県
と
大
き

く
異
な
る
点
で
あ
る
。
本

市
も
特
別
枠
を
県
に
要
望

し
て
教
職
員
の
永
年
勤
務

が
可
能
と
な
れ
ば
学
力
向

上
に
つ
な
が
る
可
能
性
を

感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

○
岩
手
県
遠
野
市

（
調
査
事
項
）

郷
土
芸
能
の
保
存
・
伝
承

に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て

　

遠
野
市
は
、
各
地
域

で
神
楽
や
し
し
踊
り
な
ど

の
郷
土
芸
能
が
伝
承
さ
れ

て
い
る
。
現
在
、
64
団
体

の
保
存
会
に
よ
り
保
存
・

伝
承
に
取
り
組
ま
れ
て
お

り
「
遠
野
市
郷
土
芸
能
保

存
育
成
事
業
」
に
よ
り
備

品
購
入
、
発
表
会
開
催
に

要
す
る
経
費
に
つ
い
て
助

成
が
行
わ
れ
て
い
る
。
遠

野
市
に
お
い
て
も
近
年
は

高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ

り
郷
土
芸
能
の
保
存
・
伝

承
が
年
々
困
難
に
な
っ
て

お
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
記
録
と

し
て
保
存
し
、
毎
年
、
大

ホ
ー
ル
で
郷
土
芸
能
発
表

会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
て

い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
発
表

の
場
を
様
々
な
形
で
設

け
、
子
ど
も
や
若
者
を
含

め
市
民
が
楽
し
み
な
が
ら

活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
保

存
・
伝
承
に
つ
な
が
る
よ

う
な
取
り
組
み
が
望
ま
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

臨
時
福
祉
給
付
金
の

支
払
い
方
法
は
。

答　

６
月
16
日
現
在
で

１
万
３
０
５
０
人
が
支
給

対
象
で
あ
り
、
８
月
８
日

に
第
１
回
目
の
支
払
い
を

行
い
、
そ
の
後
は
申
請
書

が
整
い
次
第
、
定
期
的
に

口
座
振
込
に
よ
り
支
払
い

予
定
で
あ
る
。

問　

理
科
観
察
実
験
支
援

事
業
の
実
施
校
の
選
定
基

準
は
。

答　

小
規
模
校
の
う
ち
５
・

６
年
生
が
複
式
学
級
で
あ

り
、
か
つ
、
児
童
数
の
多
い

５
校
を
選
定
し
、
複
式
学

級
に
お
け
る
担
任
の
負
担

軽
減
と
理
科
学
習
の
充
実

を
図
る
目
的
で
実
施
す
る

も
の
で
あ
る
。

問　

市
民
プ
ー
ル
施
設
管

理
費
７
２
６
万
円
の
増
額

は
。

答　

温
水
・
空
調
用
ボ
イ

ラ
ー
は
、
平
成
６
年
の
建

設
か
ら
20
年
間
使
用
し
て

き
た
が
、
修
理
対
応
が
で

き
な
く
な
っ
た
た
め
更
新

す
る
も
の
で
あ
る
。

（
現
地
調
査
）

県
指
定
文
化
財
溝
ノ
口
洞
穴

周
辺
林
伐
採
地
を
６
月
18

日
に
現
地
調
査
を
実
施
。

意
見　

今
後
の
対
策
と
し

て
、
①
伐
採
に
よ
る
災
害

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
応

急
処
置
、
②
伐
採
の
中
止

に
よ
る
業
者
へ
の
補
償
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て
早
急
に

対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

意
見　

医
療
・
介
護
総
合

確
保
推
進
法
の
成
立
に
よ

り
、
要
支
援
１
・
２
の
方
々

へ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
市

町
村
事
業
へ
の
移
行
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

入
所
要
件
の
厳
格
化
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
要
介
護

度
が
比
較
的
軽
度
の
方
々

へ
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、

市
当
局
は
弊
害
が
極
力
出

な
い
よ
う
に
万
全
の
対
策

を
講
じ
ら
れ
た
い
。

☆ 

平
成
26
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
の
補
正

溝ノ口洞穴上の伐採林

能代市二ツ井小学校

☆ 

平
成
26
年
度
曽
於
市

一
般
会
計
予
算
の
補
正

（
所
管
分
）



建
設
経
済
常
任
委
員
会

（
八
木
秋
博
委
員
長
）

所
管
事
務
調
査

○
曽
於
市
地
区
春
季
畜

産
品
評
会
（
平
成
26
年
４

月
15
日
〜
17
日
）
が
あ
り
、

出
品
頭
数
は
、
末
吉
50
頭
、

大
隅
41
頭
、
財
部
30
頭
で
、

そ
れ
ぞ
れ
12
頭
の
代
表
牛

が
選
ば
れ
た
。

○
曽
於
地
区
春
季
畜
産
共

進
会
（
平
成
26
年
５
月
８

日
）
に
お
い
て
は
１
部
か
ら

４
部
ま
で
最
優
秀
１
席
２

席
を
獲
得
し
た
。

　

９
月
の
秋
季
共
進
会
で

は
県
大
会
も
開
催
さ
れ
、

上
位
入
賞
が
期
待
さ
れ
る
。

○
北
海
道
河
西
郡
芽め
む
ろ室

町

（
調
査
事
項
）

６
次
産
業
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て

　

土
地
改
良
事
業
の
進
ん

だ
広
大
な
畑
地
に
、
１
戸

当
た
り
耕
作
面
積
約
30
　

ha

の
１
次
産
業
の
農
家
が
約

６
５
０
戸
あ
り
、
町
内
の

工
業
団
地
に
２
次
産
業
と

し
て
食
料
関
係
の
加
工
工

場
が
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
を
地
元
の
販
売
業
者

が
販
売
す
る
と
い
う
サ
イ

ク
ル
に
よ
り
町
の
中
で
６

次
産
業
化
が
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。

○
北
海
道
帯
広
市

　
（
調
査
事
項
）

帯
広
市
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て

　

市
民
農
園
、
交
流
セ
ン

タ
ー
、
育
成
牧
場
、
畜
産

加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
、
宿

泊
研
修
施
設
等
の
所
管
施

設
を
持
ち
営
農
技
術
か
ら

気
象
ロ
ボ
ッ
ト
等
に
よ
る

情
報
提
供
・
全
市
民
へ
の

食
育
活
動
と
独
自
の
農
業

生
産
工
程
管
理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）

に
よ
り
、
産
業
政
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

問　

計
画
概
要
と
財
源
負

担
割
合
は
。

答　

谷
川
内
ダ
ム
及
び

粟
谷
頭
首
工
等
の
水
利
施

設
管
理
（
概
算
事
業
費

１
１
６
０
万
円
）
で
60
％

（
国
30
％
、
県
30
％
）
の

補
助
が
あ
り
事
務
費
を
含

む
残
り
40
％
が
曽
於
市
の

負
担
で
あ
る
。

問　

八
合
原
土
地
区
画
整

理
事
業
に
お
け
る
６
つ
の

公
園
の
う
ち
、
あ
け
ぼ
の

公
園
が
再
整
備
な
さ
れ
都

市
公
園
と
し
て
の
管
理
で

あ
る
が
、
他
の
５
つ
の
公
園

の
処
遇
は
。

答　

平
成
26
年
度
は
下
窪

公
園
を
整
備
し
、
そ
の
後

も
順
次
整
備
し
て
い
く
計

画
で
あ
る
。

問　

曽
於
の
う
ま
い
も
ん
Ｐ

Ｒ
事
業
の
概
要
と
手
段
は
。

答　

ふ
る
さ
と
納
税
（
寄

附
金
）
を
い
た
だ
い
た
市

外
居
住
者
に
曽
於
市
の
特

産
品
を
贈
呈
し
、
特
産
品

Ｐ
Ｒ
と
市
内
産
業
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
も
の
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
全
国
の

郷
土
会
の
方
々
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
郵
送
す
る
な
ど

し
て
案
内
に
努
め
る
。

問　

目
標
金
額
と
返
礼
予

算
は
。

答　

ふ
る
さ
と
納
税
（
寄

附
金
）
目
標
額
は
２
４
０

０
万
円
で
返
礼
予
算
は
そ

の
半
分
で
あ
る
。

問　

曽
於
地
域
肉
用
牛
災

害
事
故
共
助
金
負
担
金
の

内
容
は
。

答　

セ
リ
市
や
各
種
共
進

会
登
録
検
査
等
に
お
け
る

積
み
降
ろ
し
中
の
事
故
や
、

予
防
注
射
に
よ
る
死
亡
事

故
等
が
生
じ
た
場
合
、
そ

の
損
害
に
対
す
る
生
産
者

の
損
失
等
の
災
害
事
故
を

農
協
と
市
で
負
担
す
る
も

の
で
あ
る
。

問　

曽
於
市
の
子
牛
が
対

象
事
案
で
死
亡
し
た
時
、

共
助
金
発
動
の
事
例
は
。

答　

査
定
委
員
会
に
て
当

該
子
牛
の
評
価
を
60
万
円

と
し
た
場
合
、
そ
の
90
％

（
54
万
円
）
を
共
助
金
と

し
、
共
済
見
舞
金
を
差
し

引
い
た
実
共
助
金
34
万
円

は
Ｊ
Ａ
70
％
、
市
30
％
の

負
担
と
な
る
。

問　

地
域
振
興
住
宅
建
設

事
業
に
お
け
る
造
成
工
事

費
９
０
０
万
円
の
工
事
内

容
は
。

答　

造
成
工
事
の
予
定
地

は
坂
元
台
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン

団
地
（
大
隅
町
）
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
６
区
画
を
す
で

に
合
併
前
に
造
成
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
の
各
区
画

の
面
積
が
狭
い
と
の
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
６
区
画
を

４
区
画
に
区
割
り
変
更
し
、

区
画
ご
と
の
段
差
も
一
部

解
消
す
る
た
め
造
成
す
る

も
の
で
あ
る
。

☆ 

平
成
26
年
度
曽
於
市

一
般
会
計
予
算
の
補

正
（
所
管
分
）

☆ 

曽
於
市
都
市
公
園
条

例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定

☆ 

曽
於
市
営
曽
於
北
部
地

区
土
地
改
良
事
業
の
計
画

一部通水が始まった谷川内ダム

広大な十勝平野
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